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２ ０ ２ ６ 年 ９ 月 ９ 日 

公立大学法人 九州歯科大学 

 

令和 8 年熊本地震における日本災害歯科支援チーム（JDAT）活動報告 

2026 年 8 月 13 日 ～ 2026 年 8 月 16 日 

 

令和 8 年熊本地震の発生を受け、厚生労働省および日本歯科医師会からの派遣要請に基づき、

公立大学法人 九州歯科大学（キャンパス：福岡県北九州市、学長：粟野 秀慈） の教職員が日本

災害歯科支援チーム（Japan Dental Alliance Team：JDAT）の一員として熊本県における災

害歯科保健医療支援活動に従事しました。 

JDAT は被災地域における公衆衛生活動を支援し、被災者の健康維持や地域歯科医療の復旧を

支援することを目的に活動しています。 

今回は八代市内の避難所を中心に歯科保健医療支援を実施しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[九州歯科大学ウェブサイト] https://www.kyu-dent.ac.jp/ 

 

 

【主な活動内容】 

避難生活では、生活環境の変化、断水や物資不足、食生活の変化などにより平常時と同様の口腔

衛生管理を行うことが困難です。また、高齢者や基礎疾患を有する方は口腔衛生状態の悪化が全

身状態に影響を及ぼす可能性があり、とりわけ誤嚥性肺炎をはじめとする呼吸器感染症の予防の

観点からも、継続的な口腔健康管理が重要です。 

こうした背景を踏まえ、避難所では以下の活動を中心に支援を行いました。 
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1. 避難者の口腔内状況の確認 

避難所を巡回し、避難者に対して歯や義歯の状態、口腔内の疼痛・腫脹・出血、口腔乾燥、咀嚼・嚥

下に関する問題などについて聞き取りを行いました。 

特に、高齢者、要介護者、義歯使用者、基礎疾患を有する方など、避難生活による口腔衛生状態の

悪化が全身状態に影響し得る避難者については、注意して状況を確認しました。 

 

2. 誤嚥性肺炎予防を目的とした口腔ケア 

高齢者を中心に、口腔内の清掃状態や口腔乾燥の程度を確認し、必要に応じて口腔ケアを行いま

した。また、避難者自身や家族が継続して口腔ケアを実施できるよう、歯磨き、義歯清掃、舌や口腔

粘膜の清掃などについて具体的に説明しました。 

水や物資が限られた環境でも可能な口腔ケア方法について指導し、避難生活中に口腔内を清潔に

保つことの重要性について啓発を行いました。 

 

3. 口腔ケア用品の配布 

歯ブラシ、歯磨剤などの口腔ケア用品を避難者へ配布しました。 

単に物資を配布するだけではなく、避難者の年齢、身体状況、義歯の使用状況などに応じた適切な

使用方法について説明しました。また、口腔ケア用品の不足状況についても確認し、避難所全体と

して必要な物資の把握に努めました。 

 

4. 口腔衛生指導および歯科保健指導 

避難生活における口腔衛生管理の必要性について避難者に説明しました。 

特に、高齢者については口腔内細菌を可能な限り減少させること、義歯を清潔に維持すること、口

腔乾燥を防ぐことなどが重要であることを説明しました。また、食事量の低下や水分摂取不足にも

注意するよう声掛けを行いました。 

避難生活という特殊な環境下でも口腔ケアを毎日の生活習慣として可能な範囲で継続できるよう、

避難者の状況に応じた指導を行いました。 

 

5. 義歯への対応 

地震や避難生活を契機とした義歯の不

適合、疼痛、咀嚼困難などを訴える避難

者について、義歯の状態を確認しまし

た。 

義歯の調整が可能な症例についてはそ

の場で対応し、咀嚼機能の改善と疼痛の

軽減を図りました。また、避難所での対

応が困難な症例については、地域の歯

科医療機関で継続的な診療が受けられ

るよう配慮しました。 
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【活動を振り返って】 

災害発生直後は救命救急医療が最優先ですが、時間の経過とともに避難生活に伴う健康問題へ

の対応が重要になります。歯科領域では、口腔衛生状態の悪化、義歯の紛失・破損・不適合、歯や

歯周組織の急性症状、口腔乾燥、摂食・嚥下機能の低下など、多様な問題が生じ得ます。 

今回の活動を通じて、災害時の歯科支援においては歯科疾患そのものへの対応だけでなく、避難

生活に伴う口腔衛生状態の悪化を予防し、被災者の全身の健康を維持するという視点が極めて重

要であると感じました。 

避難所では多数の避難者が共同生活をしているため、一人ひとりの歯科的ニーズが表面化しにく

く、また自ら歯科的問題を訴えることが難しい高齢者や要介護者も存在することから、歯科医療従

事者が積極的に避難者へ声を掛け、潜在的なニーズを把握する必要があります。 

また、口腔ケア用品を配布するだけでなく、その使用方法を説明し、避難者自身によるセルフケアへ

つなげることの重要性も認識しました。災害支援が終了した後も口腔衛生管理を継続できるように

することが、JDAT 活動の重要な役割の一つであると考えます。 

一方で、避難所のみで完結できる歯科医療には限界があるため、地域歯科医師会、行政、保健所、

地域歯科医療機関などと情報を共有し、地域歯科医療への橋渡しを円滑に行える体制を構築する

ことも重要であると感じました。 

 

 

【おわりに】 

今回の八代市での活動を通じて、災害時における歯科医療従事者の役割は歯科疾患の治療のみ

に限定されるものではなく、誤嚥性肺炎を含む二次的健康被害の予防、摂食機能の維持、口腔衛

生環境の確保、さらには地域歯科医療への円滑な移行まで多岐にわたることを再認識しました。 

発災時に迅速かつ効果的な歯科支援を実施するために、災害歯科保健医療に関する知識や技能

の習得とともに、平時から多職種及び関係機関との連携体制を構築しておくことが重要であると考

えます。 
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【問い合わせ先】 

■JDAT の活動に関すること 

九州歯科大学 附属病院 

E-mail: byoinjim●kyu-dent.ac.jp 

※送信時は、●を@に置き換えてご送信ください。 

 

■大学広報全般に関すること 

九州歯科大学 学生課 

E-mail: gakusei●kyu-dent.ac.jp 

※送信時は、●を@に置き換えてご送信ください。 

 

 

 

【公立大学法人九州歯科大学について】 

九州歯科大学は、全国にある歯学部、歯科大学の中で唯一の公立大学で、歯学科と口腔保健学科

からなる「口腔医学の総合大学」です。私たちが考える歯学とは「口の健康」を通して、日々の生活

を、幸せを支える医療です。歯学部並びに大学院歯学研究科において、歯学のプロフェッショナル

の育成に取り組んでいます。また、併設する附属病院は 1914 年開設以来、地域に密着した歯科の

専門性を持った中核病院として歩み続けています。 

 

＜ 概 要 ＞ 

学校名  九州歯科大学 

所在地  福岡県北九州市小倉北区真鶴２丁目６番１号 

学 長  粟野 秀慈 

設 立  １９１４年 

H P  https://www.kyu-dent.ac.jp/ 


